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成
人
者
の
こ
と
ば

本
日
は
、
私
た
ち
新
成
人
の
た
め
に
、
す
ば
ら
し
い
式
典
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
新
成
人
は
今
、
今
日
ま
で
支
え
に
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
た
く
さ
ん
の
方
々
に
感
謝
の
念
を
抱
き
、
そ
し
て
こ
れ

を
か
み
し
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
育
て
て
い
た
だ
い
た
両
親
・
家
族
に
対
す
る
感
謝
は
、
言
葉
で
は
伝
え
き
れ
ま
せ
ん
。

新
成
人
と
し
て
こ
こ
に
、
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
ま
で
の
お
導
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

成
人
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
新
し
い
権
利
を
得
る
と
同
時
に
、
新
し
い
責
任
を
背
負
う
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
、
自
分
の
命
に
対
す
る
責
任
や
、
大
切
な
人
や
物
を
守
る
責
任
、
社
会
の
一
部
と
な
り
こ
れ
を
支
え

る
責
任
、
失
敗
を
お
か
し
た
と
き
負
う
責
任
を
、
当
然
に
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
環
境
で
生
き
て
い
く
の
で
す
。

ま
た
、
山
北
町
に
恩
を
返
す
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
者
の
責
任
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
や

地
域
の
方
々
に
ご
教
授
い
た
だ
い
た
経
験
と
、
自
身
の
研
鑽
に
よ
っ
て
得
る
新
し
い
知
識
を
活
か
し
て
、
次
代
の
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
の
は
私
た
ち
な
の
で
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
大
き
な
社
会
の
な
か
で
は
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
あ
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
時
に
は
困
難
に
直
面
し
、

誰
か
に
す
が
り
た
く
な
る
こ
と
も
き
っ
と
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
人
に
依
存
せ
ず
、
独
力
で
問
題
を
解
決
し

て
い
く
こ
と
が
自
立
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
私
た
ち
は
今
日
、
こ
こ
に
自
立
を
決
意
し
ま
す
。
そ
し
て
、
一
人
前
の
社
会

人
を
全
う
す
る
よ
う
に
日
々
精
進
し
、
そ
の
責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
来
賓
並
び
に
、
関
係
者
の
方
々
の
ご
活
躍
と
山
北
町
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
、

成
人
者
の
こ
と
ば
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
24
年
１
月
８
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
人
者
代
表　
石
田　
貴
久

大人として、 いま歩き始める

１
月
８
日
、
中
央
公
民
館
で
、
成
人
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
華
や
か
な
晴

れ
着
姿
の
新
成
人
た
ち
で
あ
ふ
れ
、
夢
と

希
望
に
満
ち
た
眼
差
し
で
旧
友
や
恩
師
と

の
久
し
振
り
の
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。

今
年
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
平
成

３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
１
５
１
人
。
第
一
部
の

式
典
で
は
、
式
辞
や
記
念
品
贈
呈
が
行
わ

れ
、
成
人
者
を
代
表
し
て
石
田
貴
久
さ
ん

が
成
人
者
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
臼
井
将
梧
さ
ん
を
実

行
委
員
長
と
す
る
成
人
式
実
行
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
で
企
画
し
た
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

が
行
わ
れ
、
小
学
校
・
中
学
校
時
代
の
恩

師
か
ら
は
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
懐
か
し
い

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

新成人者の生まれた年はこんなことがありました
［平成３年４月２日～平成４年４月１日］

○主な出来事
　　海上自衛隊のペルシャ湾掃海派遣部隊が出発
　　　　　　　　　　　　　　（自衛隊初の海外派遣）（４月）
　　長崎県の雲仙普賢岳で大火砕流が発生（６月）
　　北朝鮮・韓国・バルト三国が国連に加盟（９月）
　　秋篠宮眞子さまお誕生（１０月）
　　宮沢喜一首相内閣発足（１１月）
　　ソビエト連邦崩壊（１２月）
　　アルベールビル冬季五輪開幕（２月）
　　東海道新幹線「のぞみ」が運行開始（３月）
○町の主な出来事
　　昼休みの役場窓口業務を開始（４月）
　　中央公民館の建設工事始まる（６月）
　　町の鳥にヤマドリを選定（９月）

平成２４年山北町成人式
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①
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
素
敵
な
女
性
に
な
れ

る
よ
う
に
日
々
努
力
し
ま
す
。

②
緑
豊
か
な
町
で
、
心
が
広
く
持
て
る
環
境
な
の
で
大

好
き
で
す
。

①
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
毎
日
楽
し
く
生
活
し

た
い
で
す
。

②
友
達
が
温
か
く
て
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
優
し
い
の
で
大
好
き
で
す
。

こ
の
日
、
式
に
参
加
さ
れ
た
新
成
人
に

①
新
成
人
と
し
て
の
抱
負

②
山
北
町
に
つ
い
て
一
言

を
聞
き
ま
し
た
。

新
成
人

　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

加藤 優生子さん関 真由美さん

①
こ
れ
か
ら
は
年
下
の
人
の
見
本
に
な
れ
る
よ
う
に
生

活
し
て
い
き
た
い
。

②
山
北
は
人
の
数
は
少
な
い
け
ど
、
人
と
人
と
の
繋
が

り
が
強
い
の
で
、
良
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。

①
成
人
し
た
の
で
、
自
覚
を
持
っ
て
責
任
あ
る
行
動
を

と
り
た
い
。

②
す
ご
く
田
舎
だ
け
ど
、
大
好
き
で
す
。

①
お
酒
が
強
く
な
り
た
い
で
す
。

②
御
殿
場
線
の
本
数
を
、
も
っ
と
増
や
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

①
社
会
人
と
し
て
色
々
な
責
任
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
が
、

そ
れ
が
何
か
を
考
え
て
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
。

②
過
疎
化
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ

自
分
た
ち
の
世
代
が
戻
っ
て
き
て
、
活
力
を
与
え
ら

れ
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

①
今
年
社
会
人
に
な
る
の
で
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

大
人
に
な
り
た
い
。

②
町
の
人
同
士
の
関
わ
り
が
と
て
も
深
い
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

①
今
年
就
職
を
す
る
の
で
、
思
い
や
り
の
あ
る
社
会

人
に
な
り
た
い
で
す
。

②
人
の
温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
、
と
て
も
良
い
所
だ

と
思
い
ま
す
。

杉本 脩汰さん

石田 貴久さん

臼井 将梧さん

山﨑 大貴さん

加藤 秀也さん

遠山 幸恵さん
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　　町の一般・功労表彰で
　　　　　　　　　　１５名を表彰
１１月１０日に開催された表彰審査委員会（池谷荘次郎会長）の審議を経て、一般表彰９名・功労表彰６名が

決定しました。
一般表彰は町の発展に尽力された方や、町民の模範となる行為が認められた方、寄附をされた方などで、今回

は、自治振興、厚生、交通、文化振興に尽力された方、寄附された方が選ばれました。
功労表彰は、公職に長期間就かれていた方、特に町の振興に功績があった方に贈られ、今回は、議会議員、交

通指導隊長として町の発展に努力された方が選ばれました。
町では、一般・功労表彰受賞者を１月５日に開催された賀詞交歓会の席上で表彰し、これまでの功績をたたえ

ました。
なお、受賞された方は次のとおりです。（順不同、敬称略）

一 般 表 彰
功　績 受賞者氏名 地区名

自治振興 山　﨑　友　三 大蔵野
〃 和　田　　茂茂 越　地
〃 鈴　木　德　夫 堂　山

厚　　生 佐　藤　方　代 箒　沢
〃 池　田　良　子 谷　ケ

交　　通 髙　橋　憲　治 尺里西
〃 佐　藤　　勉勉 玄　倉

文　　化 石　丸　　煕煕 平塚市
寄　　附  故 相　原　伊勢雄  湯　坂

功 労 表 彰
功　績 受賞者氏名 地区名

自治功労 小　菅　光　雄 鶴　野
〃 細　川　哲　郎 畑
〃 本　杉　博　是 鶴　野
〃 石　田　進　二 原耕地
〃 杉　本　君　雄 深　沢

交　　通 大　谷　　隆隆 馬　場

和田 茂さん 鈴木 德夫さん山﨑 友三さん 佐藤 方代さん 池田 良子さん 佐藤 勉さん 石丸 煕さん

小菅 光雄さん 細川 哲郎さん 本杉 博是さん 石田 進二さん  杉本 君雄さん 大谷 隆さん
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︻
神
奈
川
県
知
事
表
彰
︼

第
１
分
団　
　
籔
田　
澄
雄

第
14
分
団　
　
芳
賀　
信
一

元
第
３
分
団　
渡
邉　
一
弘

︻
神
奈
川
県
消
防
協
会
足
柄
上
支
部
長
表
彰
︼

第
１
分
団　
　
渡
部　
秀
明

︻
山
北
町
長
表
彰
（
勤
続
15
年
表
彰
）︼

第
２
分
団　
　
加
藤　
信
行

第
４
分
団　
　
鈴
木　
亮
一

第
４
分
団　
　
深
野　
喜
章

第
６
分
団　
　
小
瀨　
成
弘

第
10
分
団　
　
山
崎　
康
央

第
14
分
団　
　
山
﨑　
信
明

第
14
分
団　
　
髙
橋　
栄
治

︻
山
北
町
長
表
彰
（
優
良
分
団
表
彰
）︼

第
１
分
団
・
第
12
分
団

︻
山
北
町
消
防
団
長
表
彰
︼

第
１
分
団　
　
藤
澤　
　
　

第
４
分
団　
　
古
林　
恵
太

第
４
分
団　
　
渡
辺　
秀
之

第
６
分
団　
　
小
瀨　
宏
次

第
６
分
団　
　
岡
田　
　

功

第
７
分
団　
　
岩
本　
康
夫

第
９
分
団　
　
佐
藤　
　

透

第
９
分
団　
　
滝
本　
武
史

第
10
分
団　
　
山
崎　
勝
幸

第
10
分
団　
　
池
田　
　

健

第
11
分
団　
　
鈴
木　
利
治

第
12
分
団　
　
伊
倉　
　

剛

第
14
分
団　
　
細
川　
和
義

１
月
６
日
、
消
防
団
員
の
士
気
の
高
揚

と
、
消
防
技
術
の
練
磨
の
成
果
を
町
民
に

公
開
し
、
消
防
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
消
防
出
初
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
と
な
っ
た
多
数
の

被
災
地
の
消
防
団
員
に
対
し
出
席
者
全
員

で
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
式
典
や
表
彰
が

行
わ
れ
、
第
二
部
で
は
役
場
駐
車
場
に
お

い
て
分
列
行
進
、
消
防
操
法
の
実
演
、
全

14
分
団
に
よ
る
一
斉
放
水
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

山
北
町
保
護
司
の
内
田
隆
造
さ
ん
が

　
　
　
　
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

第
66
回
足
柄
上
地
区
一
周
駅
伝
競
走
大
会

11
月
29
日
、
第
62
回
神
奈
川
県
更
生
保
護
大
会
が

県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

内
田
さ
ん
は
、
平
成
元
年
12
月
５
日
か
ら
23
年
間

と
い
う
長
年
に
わ
た
り
、
更
生
保
護
活
動
に
尽
力
さ

れ
、
地
域
の
更
生
保
護
対
象
者
に
対
し
て
助
言
・
指

導
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
の
取
り
組
み
活
動
も

行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
認
め
ら
れ
表
彰

と
な
り
ま
し
た
。

同
日
、山
北
町
保
護
司
２
名
の
方
も
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

      

横
浜
保
護
観
察
所
長
表
彰

　
　
　
　
　
渡
辺　
良
孝
さ
ん
（
原
耕
地
）

　
　
　
　
　
湯
川　
裕
司
（
尺
里
東
）

平成24年　山北町消防出初式

山北町チーム（斎藤さんは前列右から３人目、
　　　　　　　瀬戸さんは前列右から２人目）

受賞した内田隆造さん

１
月
３
日
、
正
月
恒
例
の
第
66
回
足
柄
上
地
区

一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
、
足
柄
上
地
域
県
政
総
合

セ
ン
タ
ー
を
発
着
点
と
し
て
、
上
地
区
一
周
総
距

離
45
・
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
７
区
間
で
争
わ
れ
ま

し
た
。

大
会
に
は
、１
市
５
町
の
代
表
チ
ー
ム
の
他
オ
ー

プ
ン
参
加
チ
ー
ム
な
ど
計
11
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

山
北
町
代
表
チ
ー
ム
は
総
合
成
績
で
７
位
で
し
た
。

今
大
会
で
は
、
斎
藤
誠
さ
ん
（
田
屋
敷
）
と
瀬

戸
竜
介
さ
ん
（
尺
里
東
）
が
10
回
出
場
果
た
し
、

そ
の
努
力
と
健
闘
が
称
え
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
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新しくなったやまなみ工芸

山北町障害者地域作業所「やまなみ工芸」の
建物が新しくなりました！
～障がいのある方で
　通所を希望される皆様へお知らせ～

山北町障害者地域作業所は、神奈川県から譲り受けた
施設を改造して、昭和６２年４月より利用してきました
が、建物の老朽化が進んだため今回新たに建築し、１月
１０日に落成式が行われました。

この建物は、バリアフリー対応の使いやすい施設となっており、町における障がいのある方に対するサービ
ス拠点として、更に大きな役割を担っていきます。

①～⑤各種コースター　（100円～）
⑥セロハンテープ台　（1,200円～）
⑦書類挟み　　　　　　（600円～）
⑧～⑩各種しゃもじ　　（300円～）

○重量鉄骨ALC構造　
○延べ床面積183.7㎡（玄関ポーチ部除く）
○作業室、休憩室、調理室、事務室、トイレ3

箇所（男性用、女性用、みんなのトイレ）等

※今後、通所を希望される障がいのある方を募
集いたします。

　（どのようなサービスが提供されるのか等、
　　詳しくは福祉課までお問合せください。）

やまなみ工芸では、木工加工品を主に作成し
ています。皆様からの注文に応じ、１つからで
も作成しますので、どうぞお気軽にお問合せく
ださい。（写真の木工加工品は健康福祉センター
１階「ともしびショップ」において展示・販売
しています。注文等のお問合せは、やまなみ工
芸（電話）75－1449までお願いします。）

また、アルミ缶の回収も随時行っています。
直接搬入していただいても構いませんし、ご連
絡をいただければ、回収に伺います。

木工加工品の販売及びアルミ缶の回収は、や
まなみ工芸の貴重な自主財源となります。皆様
のご協力をお願いします。

【問合せ】福祉課　長寿いきがい班
　　　　　（電話）７５－３６４４

① ② ③

④ ⑤
⑥ ⑦

⑧ ⑨
⑩

作成している木工加工品は
お買い求めいただけます

建物の概要

やまなみ工芸で
作成している
木工製品

作業室での作業風景

作成された木工加工品
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多くの人で賑わうやまきた駅前夕市

斎場使用料を助成しています
―山北町以外の役場または役所で死亡届を
　　提出された場合は、助成金の申請をお忘れなく！―
町では、町民の方が亡くなったときの斎場使用料を全額助成しています。

助成が受けられるのは、山北町以外の市区町村で死亡届を提出された場合で、
原則として『小田原市斎場』、『御殿場市・小山町広域行政組合斎場』のいず
れかを使用した場合となります。その他の斎場を使用した場合も、助成金が
支給される場合がありますので、町民課窓口へお問合せください。

※山北町役場で死亡届を提出された場合は、町から直接、斎場へ使用料が支払われますので、手続きは不要です。
　ご不明なことがありましたら、町民課へお問い合わせください。

【問合せ】町民課町民班（電話）７５－３６４１

助成金の申請方法
①斎場使用許可証

が発行された役
場 ま た は 役 所
で、 使 用 料 を
お支払いくださ
い。

③後日、町から指
定された口座へ
お振込みいたし
ます。

②以下のものをお持ちになり、役場町民課で
助成金の申請を行ってください。

●申請書（町民課窓口で配付します）
●霊柩車使用料の領収書
●申請者の印鑑
●助成金の振込先が確認できるもの

定住トピックス　その14

山北駅周辺魅力づくり推進事業
山北駅周辺魅力づくり推進事業では、平成21年度より地元商店

や商工会等を中心とする駅周辺魅力づくり意見交換会を設置し、山
北駅周辺の活性化や賑わいの創出等について、様々な研究・検討
を重ねてきました。

平成22年度からは「議論から行動へ」と具体的な取組みとして、
地元商店や参加商店で構成する夕市実行委員会を中心に「やまきた駅前夕市」や、その主旨に賛同した首都大学東京の学生による「一
日山北中央劇場」や山北幼稚園保護者会、夢キューブプロジェクト等による「フリーマーケット」を開催するとともに、空き店舗
活用モデル事業のウッドボイス・
ハンドボイスによる「わいわいボ
イスパーティー」を実施してきま
した。

今後はこれまでの実績を活か
し、商店街の回遊性等に配慮した
新たな取組みや商品開発等の研究
により、駅前商店街の魅力づく
り・まちづくりの実現に向けて、
引き続き地元商店や商工会を中心
に、協力団体等と連携を図りなが
ら、取り組んでいきます。

ウッドボイス&ハンドボイスの活動展を開催します!!
山北駅周辺魅力づくり空き店舗活用事業として、平成21年度より様々なイ

ベントや活動を実施してきたウッドボイス&ハンドボイスの活動実績の紹介と
して、「ウッドボイス&ハンドボイス活動展」を中央公民館1階ロビーにて開催
いたします。是非、皆様のご来場をお待ちしております!!

○日時：平成24年2月25日(土) ～ 3月24日(土)
○場所：山北町中央公民館　1階ロビー
○内容：これまでの活動について、写真パネルや作品展示により紹介
○入場：無料

【問合せ】　ハンドボイス会長　西山（電話）　７５－２６６２
　　　　　定 住 対 策 室（電話）　７５－３６５０
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん　
島
内　
智
広
さ
ん

お
母
さ
ん　
　
　
　
美
那
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
響き

ょ
う
ご吾

く
ん　
４
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
恒こ

う
き輝

く
ん　
２
歳

お
じ
い
さ
ん　
　
　
修
一
さ
ん

島内さん
ご家族
＜湯坂＞

荻
野
清
一
さ
ん
は
、
山
北
町
体
育
協
会

の
役
員
と
し
て
は
36
年
間
に
わ
た
り
、
町

の
体
育
振
興
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
荻
野
清
一
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

ど
う
い
っ
た
経
過
で
体
育
協
会
に
入
ら
れ

た
の
で
す
か
。

「
学
生
時
代
は
、
水
泳
、
陸
上
な
ど
色
々

な
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
地
域
の
家
庭
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
指
導
を
し
て
い
て
、
町
の

球
技
大
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
23
歳
の
頃
に
体
育
協

会
の
地
区
理
事
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
に
常
任
理
事
、

副
会
長
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

元
々
、
高
校
生
の
３
年
間
は
水
泳
部
に
所

属
し
て
い
て
、
体
育
協
会
で
は
水
泳
部
長

も
兼
務
し
て
い
ま
す
。」

体
育
協
会
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

「
体
育
協
会
は
、
18
の
専
門
部
が
あ
り

１
２
２
名
の
役
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

町
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
や
町
の
球
技
大

会
を
主
催
行
事
と
し
て
開
催
し
て
い
る
ほ

か
、
町
の
体
育
行
事
で
あ
る
健
康
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
丹
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
に

も
参
画
し
て
い
ま
す
。
対
外
的
に
は
、
上

地
区
一
周
駅
伝
大
会
や
か
な
が
わ
駅
伝
大

会
、
郡
総
合
体
育
大
会
の
選
手
選
考
や
大

会
競
技
役
員
と
し
て
運
営
に
も
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
専
門
部
で
は
町
内
大

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
競
技
向
上
に
努
め

て
お
り
、
多
く
の
体
育
協
会
役
員
の
方
の

協
力
の
下
に
運
営
を
し
て
い
ま
す
。」

活
動
し
て
い
て
何
か
感
じ
て
い
る
こ
と

や
、
今
後
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と
な
ど
は

あ
り
ま
す
か
。

「
近
年
で
は
少
子
化
が
進
み
、
選
手
層

が
薄
く
て
競
技
選
手
の
選
考
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
同
時
に
育
成
環
境
も
乏
し
く

な
っ
て
い
て
、
例
え
ば
小
学
生
が
ク
ラ
ブ

で
や
っ
て
い
た
競
技
が
、
中
学
校
の
部
活

動
に
無
く
て
先
に
繋
が
っ
て
い
か
な
い
と

い
う
こ
と
は
残
念
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
人
が
、
そ
れ
を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

楽
し
め
る
た
め
の
環
境
作
り
や
施
設
の
充

実
を
望
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
町
出
身
の
尾
崎
好
美
選
手
が
世

界
レ
ベ
ル
の
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も
陸
上
に
限
ら
ず
様
々
な
競

技
で
、
優
秀
な
選
手
の
育
成
に
役
立
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
平
地

か
ら
山
や
海
な
ど
多
方
面
に
ス
ポ
ー
ツ
を

求
め
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
自
然

環
境
を
守
り
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

図
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。」

町
の
人　荻

野　
清
一
さ
ん

（
山
北
町
体
育
協
会
会
長
）

我
が
家
は
、
主
人
の
父
、
主
人
、
私
、

長
男
の
響
吾
、
二
男
の
恒
輝
の
５
人
家
族

で
す
。
主
人
の
仕
事
の
都
合
で
約
３
年
間

東
京
に
い
ま
し
た
が
、
昨
年
７
月
に
主
人

の
父
の
住
む
山
北
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

響
吾
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
や
ん
ち
ゃ

な
子
で
、
一
日
中
走
っ
て
、
歌
っ
て
、
お

し
ゃ
べ
り
を
し
て
、
と
に
か
く
動
き
が
止

ま
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
夜
に
な
る
と
、
電

池
が
切
れ
た
よ
う
に
パ
タ
ン
と
寝
て
し
ま

い
ま
す
。
今
は
、
９
月
か
ら
始
め
た
ス
イ

ミ
ン
グ
を
と
て
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
一

度
は
水
が
怖
い
と
泣
い
て
ば
か
り
の
時
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
頑
張
っ
て
克
服

し
、
こ
う
し
て
成
長
し
て
強
く
な
っ
て
い

く
ん
だ
な
ぁ
と
、
と
て
も
頼
も
し
く
思
え

ま
す
。
最
近
少
し
ず
つ
し
っ
か
り
し
て
き

て
、
弟
の
面
倒
を
よ
く
見
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
、
助
か
っ
て
い
ま
す
。

恒
輝
は
、
下
の
子
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
と
て
も
甘
え
ん
坊
で
、
何
か
あ
る
と
す

ぐ
に
「
マ
マ
～
」
と
抱
き
つ
い
て
き
ま
す
。

お
兄
ち
ゃ
ん
の
こ
と
も
大
好
き
で
、
お
兄

ち
ゃ
ん
の
す
る
こ
と
は
何
で
も
真
似
を
し

ま
す
。
一
緒
に
歌
も
歌
っ
て
、
お
し
ゃ
べ

り
も
し
て
、
い
つ
も
一
緒
に
遊
ん
で
い

ま
す
。
一
緒
に
走
っ
て
い
て
お
兄
ち
ゃ
ん

が
転
ぶ
と
、
恒
輝
も
真
似
を
し
て
わ
ざ
と

転
ん
で
、
い
つ
も
家
族
を
和
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。

山
北
の
た
く
さ
ん
の
自
然
の
中
で
、
そ

し
て
山
北
の
温
か
い
人
た
ち
の
中
で
、
元

気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
、
た
く
さ
ん
色
ん
な

こ
と
を
学
ん
で
、
強
く
優
し
い
子
に
成
長

し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
美
那
子
さ
ん
）

広報やまきた　平成24年2月号　No.684 8広報やまきた　平成24年2月号　No.6849



役場インフォメーション　～教えて、役場のこと～

●道路の維持管理について
Ｑ：道路の敷地から雑草・雑木が生い茂っています。対応し

てもらえますか？
Ａ：道路の伐採・除草などの維持管理は計画的に行ってい

ますが、歩行者や車の通行に支障がある場合は役場都
市整備課にご連絡ください。

　　町の管理する道路は町で対応いたします。国道や県道
の場合にはそれぞれの道路管理者に町から連絡をいた
します。民有地の場合は、その土地の所有者・管理者
が対応するのが原則であり町では伐採できませんので、
その土地の所有者・管理者で対応していただきますよ
うお願いします。

●木造建築物耐震診断補助金について
Ｑ：地震に備え住まいの耐震診断をするための助成制度は

ありますか？
Ａ：地震に強い安全なまちづくりを推進するため、次の条件

を全て満たす個人の木造住宅について耐震診断費用の
３分の２までが補助される補助制度があります（補助
限度額は２万円です）のでお問合せください。
（１）町民自らが所有し居住するもの
（２）昭和56年以前に建築された一戸建住宅、二世帯

住宅または店舗兼用住宅（昭和56年6月1日以
降に増築されたものを除く）

（３）二階建以下であるもの
（４）枠組壁工法またはプレハブ工法によらないもの

●道路の自費工事および占用について
Ｑ：道路を個人で工事する場合はどうすればいいですか？
Ａ：車の出入りのため町道を切り下げたい場合は許可が必

要となりますので道路自費工事承認申請を行ってくだ
さい。また、町道に水道管や下水道管などを埋設する
場合には占用許可が必要となります。

　　道路や歩道に乗り上げブロックや鉄板を置いて出入り
している場合がありますが、このような私物は歩行者
や自転車利用者の通行の妨げになり、道路排水にも支
障をきたす恐れがあります。誰もが快適に安全に道路
を使うことができるよう、皆さんのご協力をお願いし
ます。

※このほかにも、町道・橋梁・河川・都市公園の整備、開
発指導、土地の埋立て、屋外広告物許可などの業務を行っ
ています。

【問合せ】
都市整備課　管理計画班・整備班・高速道路対策班　　  
（電話）７５－３６４７

このコーナーでは、役場の部署（課、室など）の仕事の一部を、毎月Ｑ＆Ａ形式で紹介していきます。
第10回目は 都市整備課 です。

下水道作品コンクール
北川紗瑛さんが入賞！

相模川と酒匂川流域の
市町の小学校４年生を対
象に、下水道の役割や重
要性について知ってもら
うために、（財）神奈川県
下水道公社が毎年、下水
道作品コンクールを実施
しています。

応募総数３，８０９点（作
文の部１１８点、ポスター
の部１，０４０点、書道の
部２，６５１点）の中から、
書道の部において北川紗瑛
さん（川村小学校）が入賞
しました。おめでとうござ
います。

「水道水の放射性物質濃度について」
町では、水道水の放射性物質濃度の測定を実施しています。

測定の結果、放射性物質は検出されていません。

○最新採水日時
　平成２４年１月５日（木）
　午前８時３０分

○採水場所
　皆瀬川浄水場（山北町山北３７０１）

○検査結果（浄水）
　・セシウム（Ｃｓ１３４）　　不検出
　・セシウム（ＣＳ１３７）　　不検出
　・ヨウ素  （Ｉ１３１）　　　不検出

○過去の検査結果
　　過去１６回の検査を実施し、すべ

てにおいて放射性物質は検出されて
いません。

※今後、町では県内各地の測定結果等の情報収集に努め、その
状況に応じて対策を進めていきます。

【問合せ】生活環境課上下水道班
　　　　 （電話）７５－３６４５

「水道水の放射性物質濃度について」
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山北町
健康福祉センター
山北町山北1971-2
（電話）75－0822
（FAX）76－4592

第94号
水
中
運
動
は
、
加
齢
や
病
気
で
下
肢
が
不
自
由
な
方
や
、

杖
を
使
用
し
て
い
る
方
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
筋
肉

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
と
て
も
適
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
水

が
あ
る
と
床
が
滑
り
や
す
く
、
水
中
の
波
に
足
を
取
ら
れ

て
体
が
不
安
定
に
な
る
な
ど
危
険
が
伴
い
ま
す
。

町
で
は
、
見
守
り
や
介
助
が
必
要
な
方
が
参
加
す
る
水

中
運
動
教
室
を
開
催
す
る
た
め
、
水
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

育
成
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
、
11
名
の
方
に
登
録
し
て

い
た
だ
き
、
介
護
予
防
事
業
と
し
て
行
う
水
中
運
動
教
室

や
、
介
護
保
険
認
定
者
が
参
加
す
る
水
中
運
動
サ
ー
ク
ル

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
安
心
し
て
水
中
運
動
を
楽

し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
20
日
に
は
、
神
奈
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
の
理
学
療
法
士
相
馬
光
一
氏
を
招
き
、
講
義
と
実
技

指
導
を
内
容
と
し
た
水
中
運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。
他
町
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
個
々
の

方
に
合
っ
た
介
助
方
法
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
々
と
の
意
見
交
換
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
水
中
運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
研
修
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

水
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
1
年
生
で
す
。
以
前

か
ら
興
味
が
あ
り
、
や
っ
て
み
た
い
け
ど
出

来
る
か
な
と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
対
象

者
の
方
が
徐
々
に
水
に
慣
れ
上
達
し
て
い

き
、
自
信
を
つ
け
て
い
く
姿
を
見
て
、
未
熟
な
が
ら
少
し
は
役
に
立
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
自
分
の
健
康
管
理
に
気
を
つ
け
て
続
け
て

い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

要
支
援
１
の
介
護
認
定
を
受
け
て
、
町
外

の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
を
週
1
回
利
用
し
て
い
ま

す
。
変
形
性
膝
関
節
症
、
腰
椎
圧
迫
骨
折
、

骨
粗
鬆
症
な
ど
で
肩
、
腰
、
膝
が
痛
く
て
痛

み
止
め
を
内
服
し
て
い
ま
し
た
。
以
前
よ
り
関
心
が
あ
っ
た
水
中
運

動
に
つ
い
て
、
町
か
ら
の
お
誘
い
の
手
紙
が
来
て
思
い
切
っ
て
、
週

1
回
の
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
プ
ー
ル
は
不
安
で

ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
行
き
届
い
た
心
配

り
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
だ
ん
だ
ん
水
に
慣
れ
、
今
で
は
腰
痛
や
膝

関
節
痛
な
ど
も
気
に
せ
ず
軽
く
歩
く
こ
と
が
で
き
、
気
分
よ
く
運
動

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
先
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
明
る
い
笑
顔

に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

疾
病
予
防
や
介
護
予
防
に
水
中
運
動
は
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
生
き
が
い
づ
く
り
と
自
身
の
健
康
づ

く
り
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容
は
、

体
に
触
れ
る
よ
う
な
介
助
は
無
く
、
水
中
運
動
し
て
い
る
方
を

す
ぐ
傍
で
見
守
る
こ
と
で
す
。
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
の
で
是

非
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

水
中
運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
を
紹
介
し
ま
す

水
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
す

と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す

水中運動ボランティア登録者
性別
男性
女性
計

人 数
３人
８人
11人

平均年齢
54.5歳
67.8歳
65.1歳

佐藤 スエ子さん 大鐘 道代さん
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中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより
編集発行／山北町立中央公民館　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 2 2 7

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

２０１２年２月４日（土）～１２日（日）
山北町中央公民館まつりを開催します。皆様、お誘いあわせのうえ、是非お越しください。

※駐車場に限りがありますので、公共交通機関をご利用いただくか、乗り合わせでお越しください。

日　時　２月４日（土）～１２（日）９：００～１７：００
　　　　（ただし４日は１３：００から、１２日は１６：００まで）
場　所　２階ギャラリー・展示ホール・１階ロビー

中央公民館で開催した教室や公民館サークルの作品を展示します。

日　時　２月１１日（土）
　　　　１３：３０上映
　　　　（１３：００開場）
場　所　1階
　　　　多目的ホール
定　員　２８８名
　　　　（要整理券）

～いま、
　世紀のスピーチへ～

〈日本語吹き替え版〉

日　時　２月５日（日）１３：００開演（１２：３０開場）
場　所　1階 多目的ホール（入場自由・無料）
演　目　大型紙芝居・コーラス・各種体操ほか

公民館サークルが１年間活動した成果を発表します。

出　演　ダ・カーポ
日　時　２月１２日（日）
　　　　１４：００開演
　　　　（１３：３０開場）
場　所　１階
　　　　多目的ホール
定　員　４０８名
　　　　（要整理券）

～いま、
紀のスピピーチへスピ
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＊２月３日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊２月３日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊２月３日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

しいたけのほだ木作り教室
講　師　足柄上地域県政総合センター森林部森林課職員
参加費  ２，０００円（原木５本分）
持ち物  エプロン・筆記用具・皮手袋または作業用ゴム手袋

日　時  ３月３日（土）９：３０～１１：３０
内　容  しいたけについての話としいたけのほだ木を作ります
対　象  一般（定員２０名ただし１世帯１組まで）　　　　　
　　　

◎ 教室についての申し込み、問い合わせは中央公民館事務室Tel（75）3131までどうぞ！

「グループ二葉」体験教室
　「レザークラフト教室」のサークルです。キー
ケースなどの小物から実用的なバックまでいろいろ
な作品を制作しています。

日　時　２月１０日（金）９：３０～１１：３０

内　容　簡単なレザークラフトを制作します。
（体験スペースの中でどなたでも自由にご参
加いただけます。）

参加費　無料
持ち物　なし

女性ダンベル体操「すずらん」体験教室
　女性を対象にした玄米ダンベル体操のサークルで
す。血行を良くし、基礎代謝を上げ、ダイエット体
操としてもおすすめです。

日　時　２月２８日（火）①１０：００～１１：３０
        　　　　　　　　　　②１３：３０～１５：００
内　容　玄米ダンベルを使った体操
　　　　（②はイスに座りながらの体操となります。）
対　象　女性（定員２０名）
参加費　無料
持ち物　動きやすい服装・タオル・飲み物

この教室は生涯学習活動を目的に、普段から公民館を利用
されている登録団体の活動を体験する教室です。皆様お誘
い合せのうえ、生涯学習活動に参加してみませんか？

図書室おはなしボランティア『ポケット』の皆さんによる
「おはなし会」の冬の拡大版を開催します！
 
場　所　２階 和室　　　　　　　　　 
日　時　１０：３０～１１：３０
内　容　す話「とりのみじい」
　　　　パネルシアター「こすずめのぼうけん」
　　　　人形劇「ラッタのジャムケーキ」

前回のイベントから

お知らせ

ロビー展示 開催しました
ウッドボイス木彫展
【１２月１日（木）～１５日（木）】
ウッドボイス木彫展
【１２月１日（木）～１５日（木）】

母なる川酒匂川写真展
【１月１４日（土）～２２日（日）】
母なる川酒匂川写真展
【１月１４日（土）～２２日（日）】

正月飾り作り教室
【１２月２１日（水）】
　竹久保 昭一さんを講師にお招きして新年を迎えるための正月飾
りを作りました。
　子どもから大人までたくさんの方々が参加してくださいました。

クリスマス もみの木コンサート
【１２月２５日（日）】
　１階ロビーを利用して「クリスマス もみの木コンサート」を開
催しました。クリスマスにコーラスや子ども達のハンドベルが公
民館中に美しく響きわたりました。

入場自由・無料

２月１１日（土）冬のおはなし会スペシャル

かわいいお人形がまってるよ！
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※      　は休館日、    　 は祝日。     　は公民館まつり期間。
     　    は蔵書点検のため、図書室のみお休みさせていただきます。【3月7日(水)～15日(木)】

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。 ただし、祝日の翌日は休館になります。

休 館 日

日

5
12
19
26

月

6
13
20
27

火

7
14
21
28

水
1
8
15
22
29

木
2
9
16
23
30

金
3
10
17
24
31

土
3月

日

5
12
19
26

月

6
13
20
27

火

7
14
21
28

水
1
8
15
22
29

木
2
9
16
23

金
3
10
17
24

土
4
11
18
25

2月

4
11
18
25

＊ 都合により内容を変更する場合もありますので
　　ご了承ください。行行 事事 予予 定定

ロビー展示のお知らせ

日　時　２月４日（土）～１２日（日）９：００～１７：００（4日は１３：００から）
場　所　１階ホワイエ　　問合せ　磯崎　勝 ℡（７５）１４４５

山北町の環境を考える会 写真展示
日　時　２月１７日（金）～２３日（木）９：００～１７：００
場　所　１階ロビー　　　　問合せ　企画財政課 ℡（７５）３６５２

カナガワビエンナーレ国際児童画展

日　時　２月１８日（土）～１９日（日）９：００～１７：００
場　所　２階ギャラリー　問合せ　宮田　直之 ℡080（5022）6319

四季を走る あさぎり号 写真展
日　時　２月２５日（土）～３月２４日（土）９：００～１７：００
場　所　１階ロビー　　　　問合せ　定住対策室 ℡（７５）３６５０

ウッドボイス＆ハンドボイス活動展

2 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

４ 土

ワンダーランド 美 術 工 芸 室 ９：００ 申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
山北町の環境を考える会 写真展示（～ 12 日） １階ホワイエ １３：００ 自　由 磯崎　　勝　　☎（75）1445
公民館まつり
教室・サークル作品展示発表会

2階展示ホール
ギャラリー他 １３：００ 自　由 中央公民館

５ 日 公民館まつり 芸能発表会 多目的ホール １３：００ 自　由 中央公民館

９ 木 「あじさいの会」サークル体験教室 調 理 実 習 室 ９：３０ 申込者 中央公民館
「絵手紙サークル」サークル体験教室 学 習 室 １０：００ 自　由 中央公民館

10 金 「グループ二葉」サークル体験教室 美 術 工 芸 室 ９：３０ 自　由 中央公民館

11 土
公民館まつり 冬のおはなし会ＳＰ 和 室 １０：３０ 自　由 中央公民館
公民館まつり 映画フェスティバル 多目的ホール １３：３０ 申込者 中央公民館

12 日 公民館まつり コンサート 多目的ホール １４：００ 申込者 中央公民館

16 木
つるし雛作り教室⑤ 第 １ 会 議 室 １３：３０ 申込者 中央公民館

「ストレッチヨーガ」サークル体験教室 和 室 １３：３０ 申込者 中央公民館
17 金 カナガワビエンナーレ国際児童画展（～23日） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 企画財政課　　☎（75）3652

18 土

四季を走る あさぎり号 写真展（～ 19 日） 2 階ギャラリー ９：００ 自　由 宮田　直之　☎080（5022）6319
ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
男性ダンベル体操「くすの木」
サークル体験教室 第１・２・３会議室 １０：００ 申込者 中央公民館

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館
19 日 米若会新年音合わせ会 多目的ホール １０：００ 自　由 岩田　篤治　☎090（9959）8208

25 土

ウッドボイス＆ハンドボイス活動展
（～３月２４日） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 定住対策室　　☎（75）3650

ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
お話ボランティア養成講座

「子どもの心を豊かに育てる
　　　・絵本から広がる世界」③

第１・２・３会議室 １０：００ 申込者 中央公民館

28 火 女性ダンベル体操「すずらん」
サークル体験教室

多目的ホール
第２・３会議室

１０：００
１３：３０ 申込者 中央公民館

3 月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

３ 土

ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館
しいたけのほだ木作り教室 １ 階 ロ ビ ー ９：３０ 申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

　　　は公民館まつり期間
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図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

●日　程・内　容
①　２月１８日（土）
エプロンシアター「北風と太陽」ほか
　　（おはなしボランティア「汽車ポッポ」）
②　３月　３日（土）
絵本「てぶくろ」ほか
　　（おはなしボランティア「クローバー」）
●時　間　１４：３０～１５：００
●場　所　親子室（図書室内）

☆ 今月の新着本案内 ☆

書　　　名   著  者  名  等
ダーティ・ママ、
　　　　ハリウッドへ行く！
極北ラプソディ
名のないシシャ
ハンドメイドの入園入学グッズ
いのちの理由

　秦　　建日子

海　堂　　尊　
山　田　悠　介
文 化 出 版 局
さ　だ　まさし

◆ 一 般 書

書　　　名     著  者  名  等
トントントンをまちましょう
メイはなんにもこわくない

ハグくまさん

３．１１が
　　教えてくれた防災の本
心の森

あまん　きみこ
あ　べ　弘　士
ニコラス　　　　
・オールドランド

片　田　敏　孝 

小手鞠　る　い

◆ 児 童 書

タ　イ　ト　ル
塔の上のラプンツェル
借りぐらしのアリエッティ
怪盗グルーの月泥棒
ドラえもんのび太の恐竜２００６
ワンピース
ＳＴＲＯＮＧ ＷＯＲＬＤ
ハリーポッターと死の秘宝PART1・2
※ＤＶＤは２月１日（水）より貸出しを開始します。

きかんしゃトーマス入門編
ミッフィーのおたんじょうび
ゴールデンスランバー
ナイト＆デイ
サウンド・オブ
　　　　・ミュージック

◆ ＤＶＤ

今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　
～税金・社会保障制度関連本～
２月から確定申告の受付が始まります。それにあ
わせて税金や年金・保険など、
知っておきたい税金や社会保障
制度についての本を集めました。

お知らせお知らせ
２月５日（日）と９日（木）は公民館まつりのた

め、学習室の利用はできません。
また、３月７日（水）から１５日

（木）までの間、本の整理のため
図書室をお休みします。
この間の返却は図書室返却ポ

ストまたは事務室にお願いします。

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　（アドレスは、http://webymkt.yama-lib-unet.ocn.ne.jp/です。）
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今
月
・
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幅
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整
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で
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町
の
動
き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

き よ ひ で

り ょ う や

と わ

な な

原耕地　池　谷　清　秀（男）健　一・新　菜

上本村　石　田　凌　也（男）康　幸・純　子

下本村　青　木　斗　和（男）智　英・尚　恵

谷　ケ　籔　田　奈　々（女）英　介・悦　子

※今回の掲載分は、平成２３年１２月１６日から平成２４年１月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

堂　山　　田　代　圭　司（男）８８歳　本　人
怒杭文化　荒　木　敏　則（男）５８歳　　〃　
　宿　　　山　川　弘　司（男）８７歳　　〃　
下本村　　奥　寺　八　郎（男）８２歳　　〃　
鍛冶屋敷　井　上　源　造（男）９６歳　　〃　
大蔵野　　渡　邊　國　秋（男）７５歳　　〃　
湯　触　　佐　藤　哲　男（男）６１歳　　〃　
怒杭文化　　　　　良　子（女）８５歳　榮　一
　〃　　　山　田　ハツエ（女）８９歳　孝　次
湯　坂　　武　井　一　枝（女）８９歳　　章
　〃　　　深　野　ふじの（女）８８歳　　喬
尺里中　　山　崎　衣　江（女）７９歳　　強　
谷　ケ　　関　　　フミヨ（女）８９歳　三　郎

山北　 88mm（150mm）
三保　 78mm（163mm）

山北　 7.8℃（ 7.9℃）
三保　 4.1℃（ 6.1℃）

※（　）内は平成22年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

5,775人
6,078人
11,853人

昨年の世附の百万遍念仏の様子

（－08人）
（－13人）
（－21人）

世帯数　4,226世帯（ 0世帯）
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第１１回山北サッカー大会
優勝は king of やまきた

第６３回
川本杯争奪チームレース大会

見事優勝に輝いた「king of やまきた」

中学女子の部　スタート！

１月３日、正月恒例の第１１回山北サッカー大会が山
北町スポーツ広場で開催されました。今年は６チームが
参加し、３チームずつ２ブロックに分かれ予選を行いま
した。予選１位チーム同士が決勝戦を行い、激戦を制し
「king of やまきた」チームが初優勝を果たしました。
大会では４点を決めた「ディンジャラス蹴球団」の瀬

戸祐介さんが得点王になりました。

１月１５日、第６３回川本杯争奪チームレース大会
が行われました。
この大会は、山北高校を発着として山北町内を周回

するコースで、３人１組のチームレースと個々のタイ
ムを争う個人レースが行われ、大会には中学男子の部
４５チーム、中学女子の部３０チーム、一般男子の部
１６チーム、一般女子の部２名が参加しました。
町内から中学男子の部に山北中学校からは男子１７

チーム、山北中学校と清水中学校の合同で１チーム、
中学女子の部に山北中学校から６チーム、一般男子の
部に１チーム、一般女子の部に２名が参加しました。

初
優
勝

届け!　熱い想い!!
熱い想い!!

LIVE IN YAMAKITALIVE IN YAMAKITA
ボーカルの共演に会場は大興奮ボーカルの共演に会場は大興奮ボーカルの共演に会場は大興奮ボーカルの共演に会場は大興奮ボーカルの共演に会場は大興奮ボーカルの共演に会場は大興奮ボーカルの共演に会場は大興奮ボーカルの共演に会場は大興奮ボーカルの共演に会場は大興奮ボーカルの共演に会場は大興奮ボーカルの共演に会場は大興奮ボーカルの共演に会場は大興奮ボーカルの共演に会場は大興奮ボーカルの共演に会場は大興奮ボーカルの共演に会場は大興奮ボーカルの共演に会場は大興奮

会場をおおいに盛り上げた演奏会場をおおいに盛り上げた演奏会場をおおいに盛り上げた演奏会場をおおいに盛り上げた演奏会場をおおいに盛り上げた演奏会場をおおいに盛り上げた演奏会場をおおいに盛り上げた演奏会場をおおいに盛り上げた演奏会場をおおいに盛り上げた演奏会場をおおいに盛り上げた演奏会場をおおいに盛り上げた演奏会場をおおいに盛り上げた演奏会場をおおいに盛り上げた演奏会場をおおいに盛り上げた演奏会場をおおいに盛り上げた演奏会場をおおいに盛り上げた演奏

観客の声援に応えました観客の声援に応えました観客の声援に応えました観客の声援に応えました観客の声援に応えました観客の声援に応えました観客の声援に応えました観客の声援に応えました観客の声援に応えました観客の声援に応えました観客の声援に応えました観客の声援に応えました観客の声援に応えました

素晴らしい歌声を披露素晴らしい歌声を披露素晴らしい歌声を披露素晴らしい歌声を披露素晴らしい歌声を披露素晴らしい歌声を披露素晴らしい歌声を披露素晴らしい歌声を披露素晴らしい歌声を披露素晴らしい歌声を披露素晴らしい歌声を披露素晴らしい歌声を披露

１２月１８日、中央公民
館において、第１５回目と
なる LIVE IN YAMAKITA
が開催されました。
素晴らしい演奏と歌声を
披露してくれたのは、山北
高等学校、足柄高等学校、
大井高等学校、吉田島総合
高等学校、立花学園高等学
校の生徒の方で結成された
全１７バンド。会場ではス
テージとフロアが一体と
なって、若さ溢れる熱気に
包まれました。

「新春恒例　消防出初式」今月の表紙
　今月号の表紙は、１月６日に行われた消防出初式での、操法
演技の様子です。
　この日のために訓練を重ねた成果を発揮し、正確かつ迅速
に放水が開始された瞬間の、緊張感溢れる様子を写しました。


